
 

 

 

 平成２７年１月２８日、２９の両日、新

宿区内にある総務省第２庁舎敷地内にあ

る統計研修所大会議室に全国小中高等学

校の教師や教育関係者など７０名余りが

参加して、平成２６年度《統計指導者講習

会》が開催されました。 

 この講習会は、平成１７年８月１５日付

け総務省政策統括官決定「統計指導者講習

会実施要領児童生徒の統計指導に携わる

教師等を対象として、講習を実施すること

により、統計への理解を深め、統計指導の

充実を通じて、児童生徒の統計に対する理

解の促進、協力意識の情勢に資することを

目的とする」に基づき開催したものです。 

都道府県統計主管課 (部)長の推薦を受

けた教師等を対象に開催した講習会初日

の２８日は午後１時に始まりました。 

総務省政策統括室の田家統括官の開会

挨拶の後、早速、静岡大学教育学部教授の

柗元新一郎先生による基調講演「統計教育

の重要性～統計データを用いた授業作り

～」、続いて日本品質管理学会ＴＱＥ特別

委員会・前川恒久委員による企業研修事例

「正確に数える、測る、データを採れば問

題が統計る」を紹介しました。 

２８日の講演後には班別討議が行われ、

２日目午前９時半から班別討議のまとめ

の後、各班の討議内容発表と質疑を行い、

最後に慶応義塾大学大学院教授の渡辺美

智子先生による「今後の統計教育の展望」

をテーマの講演が行われました。 

最後に総括講義と計１２時間に及ぶ長

丁場の講習でしたが、午後３時過ぎに終了、

充実した内容に皆さん満足気でした。

全国の小中高等学校や教育関係者、統計指導者など７０有余名が参加しました 
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サブテーマは「統計データを用いた授業づくり」です。 

 

 

 

 簡単な折り紙も寸法を測ると面白いデータに変身？ 

２４個の
オニギリは、
梅干６個、
オカカ１０
個、コンブ
８個の絵グ
ラフです

 

 

「統計データに基づ
く授業づくり」がテーマ
の講演は静岡大学教育
学部教授の柗元新一郎
先生。情報化社会に氾濫
する情報はまさに玉石
混淆、大量の情報にさら
される子ども達はその
中から本当に役立つデ
ータや情報を見抜く力
が求められる。不確定な
データを統計的・確率的
に処理し情報を読み取
り、判断する能力を身に
付ける必要があると、長
年、教育に携わられた豊
富な経験に基づく「統計
教育の在り方」の話に先
生方納得の様子でした。 

 

続いてＱＣサークル
京浜地区顧問で日本品
質管理学会のＴＱＥ特
別委員会委員・前川恒久
氏が企業内の品質管理
研修」の中で行った“折
り紙を使ったデータの
採り方”を紹介しました。 
Ａ４やＢ４等普通紙

から必要な材料を切り
出し、指定寸法で犬の顔
やヘソ飛行機を折り、３
点を測ることで生徒が
自分専用のオリジナル
データを収集、統計手法
を活用し視覚化するこ
とで問題解決への活用
法などを紹介しました。 

 



 
班別討議は小学校の先生、中学校の先

生、高等学校の先生が８グループに分か
れ、提示されたデータを睨んだ議論が行
われました。 

班別討議のテーマは「公的統計の結果
を素材として統計グラフの作成（活用）
方法の授業モデルの作成」でした。 

授業の目的やその展開等について教
材を作成する際に教育現場で経験した
ことや日頃感じていることなどをベー
スに議論し、今後の統計教育の実践のた
めのヒントになるような情報や方策を
得ることを目的としています。    。 

 

 今回、配布された教材は約２５０頁あ
り、その半分に記載されているのが膨大
な公的情報ですが、その中からテーマを
選びの結果をまとめます。 

早速、自己紹介の後、リーダー、発表
者などを決め各班が一斉に討議を開始、
さすが現場仕込みの先生方だけあって、
企業内研修では考えられないほど大き
な声で会場内では賑やかな議論が繰り
広げられました。 

講演を終わった柗元先生と慶応義塾
大学大学院教授の渡辺先生が各班を回
り相談にのっていました。 

 

 

特別講演、演習事例終了後には８グループに分かれて班別討議を行いました。 

 

 

第３班（小学校の先生方） 

 

第４班（中学校の数学の先生方） 

 

第１班（小学校の先生方） 

 

第２班（小学校の先生方） 

 



 

 統計教育の必要性を議論したり･･･ 

 

 この日初対面の皆さんですが、討議は

実に積極的、白熱した状況が続きました。 

 

 各地の統計教育状況を紹介したり･･ 

 

 提供された細かなデータを読み起こ

し、熱心な議論を展開していました。 

 ２９日の発表のためのパソコンも用意されていますが、今晩は寝られそうですか？ 

 

 

第７班（高等学校の先生方） 

 

第８班（高等学校の先生方） 

 

第５班（中学校の数学の先生方） 

 

第６班（中学校の数学以外の先生方） 

 



 

 

２８日後半から２９

日午前１１時まで行わ

れた班別討議では膨大
な公的情報の中からテ

ーマを選びまとめられ

たものを、各班で互選に
より選ばれた発表者が

発表を行いました。 

最初に発表内容を纏
めた高等学校と工業高

校等８名の先生方の第

８班、選んだテーマはな
ぜか人口が増えている

滋賀県の「人口問題」。 

配布された資料にあ
る膨大なデータの中か

ら平成２２年度国勢調

査のデータを読み、議論
を繰返し、その中で滋賀

県から参加している先

生の一言「滋賀県はなぜ
か全国に比べて製造業

の割合が１０％も多い」

に着目、人口と産業との
相関はあるのか、発表内

容を纏めたとのこと。 

滋賀県から遠い宮城
県多賀城高等学校の今

泉先生が行いました。 

 



 

 各班の発表ごとに渡辺美智子教授がコメントし、最初

の発表では散布図から傾向の読み方を解説しました。 

 

 ２番目の第６班テーマは「東京のよさ、地方のよさ」 

 

３番目は第５班のテーマは「人口問題」でした。 

 

初めて目にする発表

内容にもかかわらず、渡

辺先生は的確に問題点
を指摘し、全体傾向をど

うつかむか、散布図を活

用して全事業所数と就
業者数の関係を見ると

聴いている先生方にも

解り易く解説しました。 

第６班に限らず、会場

に参加している皆さん

はほとんど全員が初め
て顔を合わせた皆さん

ですから、自己紹介後に

は出身地の良さや東京
の良さで議論白熱。 

１０名の先生方がそ

れぞれの良さを十分議
論し尽くして選んだ第

６班のテーマは「東京の

よさ、地方のよさ」、佐
賀市内の中学校“英語

科”の中村先生が流暢な

日本語で発表しました。 

３番目の第５班は中
学校の１０名の先生方、
テーマ「人口問題」資料
の日本地図が表してい
る６５歳以上の高齢者
問題を選びました。 

総務省が発表してい
る昭和３０年の人口ピ
ラミッドを示して議論
させ、その後平成１２年
度の人口ピラミッドを
示して二つの違いから
「人口問題」を生徒に考
えさせるという構成で、
造形がご専門？“美術”
の茨城県の飯塚先生が
発表しました。 

 



 

 ４番目、第３班テーマは同じく「人口問題」でした。 

 

 ５番目、小学校の先生方の第１班テーマは「食育」で

したが、グラフを示し説得力ある発表でした。 

 

 ６番目、第３班テーマは「小学生の睡眠時間」 

４番目の第３班は小

学校の１０名の先生方

の班で、テーマは前班同
様「人口問題」でしたが、

配布資料の中の国勢調

査に示されている所帯
の状況のデータから所

帯の種類、家族類型、年

齢、男女別所帯人員の割
合などを具体的に分析

するなど、かなり難易度

の高い内容でした。 

山口県長門市から参

加した河村先生が発表

しました。 

５番目に発表を行っ
たのは１０名の小学校
の先生方の中で一番ク
ジ運が良かった秋田の
工藤先生。侃々諤々議論
した結果、小学生に向け
てどのように「自分の生
活を見直し、課題をみつ
けよう」がテーマでした。 
平成２３年度「社会生

活基本調査」の中の生活
時間に関する資料の中
から朝食を摂った生徒
と生活との関係などを
分析「朝食の大切さを実
感させるか？」をまとめ
たかなり難易度の高い
内容でした。 

６番目は小学校の先

生方１０名の第３班で

すが、テーマは同じく基
本調査の中にあった小

学生の生活実態の中か

ら「睡眠時間に関するデ
ータ」を活用してグラフ

を作成するなど、実際の

授業を思い浮かばせる
ような具体的な展開を

議論していました。 

発表は愛知県から来
られた丸山先生が行い

ましたが、具体的なイメ

ージができたためか質
疑応答も活発でした。 

 



 

 ７番目、中学校の先生方の第４班テーマ「高齢化問題」 

 

８番目、高校の先生方の第７班テーマ「完全失業率」 

 

各発表終了後には熱心な質疑応答が行われました。 

７番目は１０名の中

学校の先生方による第

４班。中学１年生が学ぶ
「資料の活用」の後、ア

ンケートを実施。京都市

の平成７年度と２２年
度の年齢別人口構成デ

ータを活用して効率的

なグラフを作成させる
と言うプログラムです。 

発表は統計関連のワ

ークショップではお馴
染みの東京の細矢先生

でした。 

最後は高等学校並び
に工業高校の先生方に

よる第７班。 

高等学校１年生が相
関係数を学んだ後、複数

のデータからパソコン

を活用して相関係数を
求めたり傾向を把握す

ることを学ぶもので、現

在の日本の失業率は土
居なっているのか、高校

生にもなると将来社会

へ出た時のことを前提
に考えることから、この

テーマを選んだと群馬

県から来た池田先生が
発表を行いました。 

いずれの発表でも熱

心な質疑応答が行わら
れました。またそれぞれ

の発表に対して渡辺先

生から具体的な指導が
行われ、前日の講演など

で説明があったＱＣ七

つ道具などの活用が授
業の円滑な運営に役立

つとの話がありました。 

当初予定していた時
間割は活発な質疑応答

により、大幅に超過し、

司会を担当した吉村担
当官、休憩や昼食時間を

調整しながらの進行と

なりました。 

 



 

 

班別討議発表の後、早速始まった渡辺教授の講演 

 

 

 

前日２８日午後から
行われた班別討議を振
り返り、統計の授業を行
うに当り先生方が抱え
る問題点、今後の方向な
どをまとめ、班別討議の
総括を慶応義塾大学大
学院教授の渡辺美智子
先生が行いました。 
《総括》終了後、同じ

く渡辺教授が「今後の統
計教育の展望～２１世
紀型ソフトスキルとし
ての統計思考力の育成
～科学的探求・問題解
決・意思決定のための統
計教育」と題した講演を
行いました。 
「知識基盤社会」と言

われる２１世紀に入り、
膨大な情報が世の中に
は氾濫しており、どのよ
うに価値ある情報を捉
えるか、膨大なデータか
らの取捨選択には統計
的手法が不可欠なこと
から、先の学習指導要領
改訂に伴い、数学での統
計学習が必須化される
など統計関連の授業が
強化されました。 

米国は１９８０年代
から教育改革に取組み、
１９９２年に発表され
た SCANS リポートの中
では、デミング博士が戦
後の日本で指導した「統
計的品質管理」に基づき
基礎能力の強化を図り
ましたが、我が国でも改
めて統計教育の強化が
求められていることを
強調しました。 

２８日の柗元教授に
よる《基調講演》に始ま

り、渡辺教授による《総

括講演》まで２日間の統
計指導者講習会は午後

３時過ぎには全ての予

定が終了し、お開き、解
散となりました。 

 

渡辺先生の講義に、熱心に耳を傾ける先生方 

 

配布資料の数々 

 

 

配られた紙飛行機 

 


